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科目名 
 

ゼミナールⅠ 

対象学科・学年 
   教育教福3回生  
   
  
  

担当者 
 
安本 伊佐子 

授業テーマ 
  障害者福祉を中心に進める。障害者福祉に係る地域での支援システムを研究する。 
授業の概要と目標 
 ①３年次においては、現状の福祉の動向及び障害者福祉の実状を知るとともに、各人の興味（問題意識）を明らかにし、卒業

研究論文のテーマを決定する。 
②４年次は、テーマに沿って参考文献、実践を踏まえた卒業研究論文作成を支援する。 

評価方法 
 レポート、平常点（出席状況、受講態度等）を総合的に評価する。 

テキスト 
  

著者 
  

出版社 
  

参考書 
 適宜紹介する。 

著者 
  

出版社 
  

授業スケジュール・内容 

 障害者福祉の分野では平成 15 年度から支援費制度が実施され、戦後半世紀以上続いた「措置制度」から「利用契約制度」へ

と大きく変化した。更に、平成１８年度から「障害者自立支援法」が施行され、新事業体系へとめまぐるしい変化である。 
 サービス提供のありようは、それぞれの分野の自己完結型でなく、多岐にわたる、かつ複数のサービスを一人ひとりの利用者

ニーズに即した「個別のサービス」利用できる仕組みが地域の中に構築されることが必要である。 
これらの現状把握を行い、社会的弱者といわれる障害者支援のありようをみんなで考える。  
 

 １～ ２ 自己紹介、それぞれの関心事について話し合う。 
 ３～ ６ 障害者福祉の現状を知る。 
 ７～ ８ 関心事によりグループ編成を行い話し合う。 
 ９    グループの話し合いについて発表する。 
１０～１４ グループで決めたテーマに沿って文献等により調べる。 
１５    グループで調べた内容を発表する。 
１６～１８ 前期のグループ討議を踏まえ、一人ひとりが興味関心のあるテーマを決める。発表する。 
１９～２８ 各人がテーマに沿って調べる。順次発表する。 
２９～３０ 発表を通してお互いが刺激しあい触発されて、４年次に向けて、再度各人が卒業研究論文のテーマについてまとめ

る。 
 

 


